











末の厳 しい状況の下､彼は産業に関する停学者 博物者 (圧3)であっただけではなく常E]頃から社
会117勢に心を砕く士大夫であったことが伝わってきて､宋応星という人物に少しではあるが近づくこ
とが出来た様な気がしたo
さて､r野訊Jは ｢町議序｣に引き続き,世迎訊 進身肌 民肘訊 士気談 屯田談 催利談 ･I帯
的談 練兵談 学政談 ･塩政談 ･風俗談 ･乱萌旅の12旅にわたって記述 している.今回は､この中の
｢世迎談｣､｢巡身談｣､｢民財謙｣､｢士気謙｣について訳注を行ないたいと思うO(注4)
はじめに･注
















洋文臥 1969年､p169〕洪ただし内容には誤りがあり､薮内氏の ｢注｣によると ｢鉄鍬ますでに唐以前か
ら行なわれた｡｣

























































前403-前221故国時代)-<発> (前221-前206)-<前浜> (前2021後8)-<新> (8-24)-く校
漢> (25-220)一統晋南北朝-く陥> (581-618)-<麿> (618-907)-五代十国-<北宋> (960
11126) <南宋> (1127-1279)-<元> (1271-1368)-く明> (1368-1644)
29
宋応星 r軒別 訳注(2) 加計三千代
殻は約500年続いているので宋応星が言うように ｢治平垂三百載而iE･間者､商家｣であるが､次に長い王


































いる.また､宋応星が ｢野講序｣で名前をあげている伸長続の r昌言J<損益清>には ｢貧窮のものは溝
聖に転死す｣の記述がある｡
(9)原文の ｢東南半壁｣は中国東南の三日月地帯のこと (下Eg)の ｢東部半月地域｣)｡
国1-1 ,l代t:おける人口捕tb












しかし､宋応星は ｢世運講｣で ｢登校有隆､常除恵哉｣と記述しているだけでなく,次の ｢進身旅｣で
も ｢隆､寓重鞍而後｣と記述しており.隆燈帝 万暦帝の時代への想いが弘かったように感じられる｡宋
応星が生まれたのが1587年 (万暦15)､そして万暦帝が亡くなったのは1620年 (万暦48)宋応星が33才の時で






(卦憲宗未見深 (成化帝) 1464-1487 <明末の人々が､しばしば く盛世)として回顧>
⑩孝嘉朱祐檀 (弘治帯) 1487-1505 <
⑪武宗朱厚照 (正徳帯) 1505-1521
⑫世宗朱厚捜 (嘉婚帝) 1521-1566
⑬穆宗朱戦塵 (隆慶帝) 1566-1572 <宋応星が一興=(光明の)と記述>
⑭神宗朱瑚鈎 (万暦帝) 1572-1620 < >
⑮光宗朱常宿 (泰昌帝) 1620
⑯寮宗朱由校 (天啓帝) 1620-1627
































































遼東 広率の両経略で (注13)､一人は善い射名を以って､一人は善い騎名を以って活躍 したが､こ
のことによりすでに検証されたのではないだろうか｡顔真卿 (注14)は暦にて､虞允文 (注15)は乗




















翌年の会試に応じたが､二人とも試験に失敗してしまった｡以校､万暦47年 (1619) 天啓3年 (1623)



















(5) ｢科挙｣は､科目に応じて試験さま1る昔の官吏登用試験｡陀代に始まり､唐では秀才 進士 明蓑至などの
6科に分け､経典L 詩文などを試験したO宋以後､科目は進士だけとなり､郷試 (完では解試) 会試 (栄
では省試) 殿試の3段階から成る.桁末､1905年に廃止｡










































(13) 播曽星氏によると､原文の ｢先年超､箭雨足略｣とは､｢他 (宋応星)指出天啓年間遼東､広寧両種略 (椛
廷弼及王化貞)､均適齢肘､但皆敗干描兵｡｣(r宋応星評伝｣､南京大学出版社､1990年､p286)





















































































衛線とされた｡そこから順次西に向けて､前鋲 宣府鎖 大同鉄 太原紙 梅林鎮 季夏銀 固原妄畏 甘
尉鎮となる｡そのうち､北京防衛の中心となるのが和紙と宣府韻であった｡｣(前掲怒､p7475)
(Ll) 原文の ｢阿堵 (あと)｣は､大朝時代の口語で ｢この｣という意味o｢阿堵物｣で銭を意味する｡
(5)桑はキ蚕に用いるため多くは畑や山地に栽植されているo










































ある .その ｢衰｣では､声高に主張し賄賂を好み､甚だしきは同人を陥れ (その地位を)奪い取るま
でに至る (人がいる)0｢気｣の ｢盛｣では､法廷に名刺を出し自分から出向いて行って高い志をもっ
て争う人がいるが､たいした人物である その ｢衰｣では､へつらって繋がりもないのに長く相手に
続きお願いをして (自分の利益のためには)何でもする (人がいる)0｢気｣の ｢盛｣では､体に合っ
た服を着て質素な食で客をもてなし溶質の中で自分で努力を惜しまず常に自分を高めている人がいる
が､たいした人物である その ｢衰｣では､不潔な服を着ていいかげんに客をあしらい自分だけ酒に










のとせず功を為す人がいるが､たいした人物である .その ｢衰｣では､疲弱 した命知らずの者たちは
自分たちが叛乱を起こし (武装起養)､(さらに)敵陣に投 じて近隣の流志に情報を知らせ大境させて
も､食さえもままならず妻子の生命 さえ守れない者がたくさんいる｡
そもそも ｢気｣が ｢衰｣の時には､上に立つ者は法令を作 り下の者は学問をしてそれに応え.(そ
して)兄はその弟を励まし､妻はその実を励まし､友達はお互いに励まし合うことによってめぐりめ









いるが,この r野弼｣の ｢士気講｣を読むと確かに宋応星の ｢インテリ屑への憤り｣｢士大夫への鼓稚｣が
感じられる｡坂内氏が言われるように､宋応星はインテリ屑 .士大夫へそのような気持ちを強く持ってい
たことが､この ｢士気謙｣で確認できる｡




























｢天啓初 (1621)部良知在福建任内､園件貌思野間党､ 未達年,解組 (辞官)帰里'｡｣(p183)































はなく､また今少ないのは銀の流通よりも五穀 木 桑 魚だとしている｡このように宋応星は物





























































(5】黄宗義は､r明美待訪手引 の ｢財計 (財政旨)一｣の冒頭で､
｢後之聖王而欲天下安富､其必愈金銀乎J と述べている｡
(6) 黄宗掛 ま､同じく r明爽待訪良】｢財計 (財政論)-｣の中で､次のように記述している｡
r今輔所封閉､間-閉環又使宮城等之､以入大内､輿民間血輿､則銀力謁二百除年｡天下金銀.綿運至干
草京､如水赴整｡東平之時猫有高買官吏返其十分之二三｡多故以東在束京者､既蓋池之連外､而富商大賞､
連官滑更､自北而南､又能以其資力､豊鉄天下之金銀而去｡此其理尚右往而適者子｡夫銀力巳謁､両駅税
如放也｡市易如故也｡皇皇末弟.筋子何所｡故EB土之倍､不笛異時之十一｡呈其填痩輿｡日否｡不能烏航
税也｡百済之償､亦不督異時之十一｡岩井物阜典oEl否｡市易無幹也｡魯今之世宛特揚火之民｡即時和年
豊虹益也｡即勘倶浦揮血益也｡吾以蔦非廠金銀不可｡｣(いまは鉱山は閉鎖され､またひとたび山を開いて
採掘しても､また宮城 (富官)にこれをつかさどらせて宮中に入れ､民間と血関係だから､銀の涜通力の
尽きることが二百余年である｡天下の金銀は､jLiBl輸送で鞘京に送られ､水の谷におもむくがようである｡
平和な時代には､それでも商人や官吏がその十分の二,三を元に戻すことがあったO多事以来､栽京にあ
る金銀はことごとく国外に流出したのみでなく､富商大nrや高官肝変が北から南へ移り,その際またその
資力でことごとく天下の金銀を手におさめて持ち去りさえした.かくして道理として､それでもなお.(光
れ去ったものが再び元にもどってくるということがあろうか｡そもそも銀の流通力がすでに尽きたのに､租
税はもとのままである､交易はもとのままである.あわてふためいて銀を求めても､一体どこにあろうか｡
かくて田地の地価は昔の十分の一にもあたらないが.なんとその土地がやせたのであろうか｡いやそうで
はない｡租税を納めることができないからである｡詑商品のあたいもまた昔の十分の一にもあたらないが､
なんと物資が豊かになったのであろうか｡いやそうではない｡交易するのに､もとでがないからである｡今
の世において､熱湯猛火のなかにのたくり苦しむ民は､たとい世が平和で豊年であっても血益である｡た
とい水利のよい土地で農薬につとめても無益である｡わたくしの思うのに､金銀を廃止するのでなければ
だめである｡)
西田太一郎訳 r明夷待訪録】(前掲沓p150-lらl)
